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9 【施工における　課題・問題点　等】

下部工ブラケットのアンカー設置について、下部工ブラケットが工場製作のため納品までに

かなりの時間を要することと、ブラケットに設けられるアンカー挿入孔に余裕が殆ど見られ

ないことから、納品を待ってからアンカーボルト定着を行うと工程に遅れが生じる等の問題

点があった。

10 【実　施　内　容】

デジタル写真画像から３次元モデルデータを作成し、

そこに設計データを重ねることで、アンカー削孔の

位置決めを行い、また、上記データよりトレースし

たアンカーボルト固定用の定規を作成し、アンカー

ボルトの定着を行う。

11 【実　施　結　果】

３次元モデルデータを基にアンカー削孔及びアンカーボルト定着を行った結果、後日納品さ

れた下部工ブラケットのアンカー挿入孔との不一致もまったく無く、予定通りに工事を進捗

することが出来た。
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【実　施　内　容　等】

トレース紙による定規のアンカーボルト位置確認

定規を用いたアンカーボルト定着状況

下部工ブラケット設置完了

（様式―２）　　


